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連合会 INFORMATION

平
成
23
年
度･

連
合
会 

定
期
総
会
報
告

連
合
会
定
期
総
会
報
告

日 

時
／
平
成
24
年
7
月
24
日（
火
）

会 

場
／
株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ

ス ｢

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム｣

議 

題
／
第
1
号
議
案 

第
36
期
事
業
報
告

承
認
の
件

第
2
号
議
案 

第
36
期
収
支
決

算
承
認
の
件

第
3
号
議
案 

第
37
期
事
業
計

画(

案)

承
認
の
件

第
4
号
議
案 

第
37
期
収
支
予

算(

案)

承
認
の
件

・
報
告
事
項
／

(1) 
第
37
回
全
国
統
一
研
修
会
・
東
京
大
会

開
催
進
捗
報
告

 (2）
各
単
位
会
の
状
況
報
告

(3）
各
委
員
会
の
報
告

(4）
Ｍ
Ｊ
Ｓ
の
現
状
報
告

(5）
そ
の
他

　

平
成
24
年
度
６
月
４
日
の
北
陸
会
を

皮
切
り
に
７
月
17
日
の
九
州
会
ま
で
11

単
位
会
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
７
月

24
日
の
連
合
会
の
定
期
総
会
を
持
っ
て

終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し

ま
す
。

日時／平成 ２４年７月４日（水）
会場／江陽グランドホテル
≪講演会≫
演題／「次に来る大地震から大切な人

を守る方法 」
講師／市民防災ラボ代表・静岡県防災士・静岡県

沼津市応急手当指導員　玉木　貴 氏

東 北 会

日時／平成 ２４年６月４日（月）
会場／ANAクラウンプラザホテル金沢
≪講演会≫
演題／「今、あなたの秘密が狙われている！

～あなたの会社は大丈夫？～ 」
講師／総合探偵社ガルエージェンシー株式会社　

ゼネラルマネージャー　大徳　直美 氏

北 陸 会

日時／平成 24 年 7月6日（金）
会場／函館国際ホテル
≪記念講演会≫
演題／「私を育ててくれた 江差追分 」
講師／第29回江差追分全国大会 優勝者

檜山郡江差町出身　木村　香澄 氏

北海道会

日時／平成 ２４年７月２日（月）
会場／ハイアット リージェンシー 東京
≪講演会≫
演題／「現行消費税を検証し、抜本的

改革を提案する」
講師／税理士　岩下　忠吾 氏

東 京 会

単
位
会
定
期
総
会
報
告

日時／平成 ２４年７月１１日（水）
会場／ホテルブリランテ武蔵野
≪講演会≫
演題／「mixi、Twitter、Facebook～ソーシャ

ルネットワークサービスの現在と未来」
講師／メディア評論家、東京学芸大学非常勤講師

川西　玲子 氏

関東信越会
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連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
w
w
w.
m
i
r

o
k
u
k
a
i.
n
e.
j
p
）の「
単
位
会
活
動

報
告
」の
各
単
位
会
報
告
の
中
に「
定
期
総

会
」の
報
告
の
詳
細
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　

例
：
北
陸
会

連合会ホームページ
（www.mirokukai.ne.jp）

日時／平成 ２４年７月１３日（金）
会場／ホテルグランヴィア岡山 
≪講演会≫
演題／「非公開会社における譲渡制限

株式の活用」
講師／早稲田大学社会科学総合学術院教授・ ＭＪＳ

商事法研究会顧問　川島　いづみ 氏

中 国 会

日時／平成 ２４年 6月26日（火）
会場／ザ･ナハテラス
≪講演会≫
演題／「豊かな社会の忘れもの」
講師／沖縄女子短期大学児童教育学科教授　沖

縄女子短期大学教育実践支援センター長

津留　健二 氏

沖 縄 会

日時／平成 ２４年７月12日（木）
会場／ホテルグランヴィア大阪
≪講演会≫
演題／「相続税調査の実際と加算税」
講師／税理士　武田　秀和 氏

近 畿 会

日時／平成 ２４年７月１７日（火）
会場／ホテルセントラーザ博多
≪講演会≫
演題／「中小企業のパートナー　税理

士・会計士が日本を元気にする」
講師／株式会社 はせがわ　代表取締役会長

長谷川　裕一 氏

九 州 会

日時／平成 ２４年６月２０日（水）
会場／キャッスルプラザ
≪講演会≫
演題／「中小企業の会計に関する基本

要領の動向と対策 」
講師／ＭＪＳ税経システム研究所顧問・税務システム研究会座長・ミロ

ク会計人会連合会会長・税理士  平川　忠雄 氏

中 部 会

日時／平成 ２４年７月9日（月）
会場／JRホテルクレメント高松
≪講演会≫
演題／「ベンチャーｉｎ四国～『ファン

ド』って何？～」 
講師／香川大学大学院地域マネジメント研究科

（MBA）　准教授　髙木　知巳 氏

四 国 会

北陸会をクリック

定期総会報告をクリック

活動報告をクリック
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■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
3
年
／
満
州
国
新
京（
長
春
）で
生
ま
れ
る

1
9
4
6
年
9
月
／
引
き
揚
げ
（
母
で
あ
り
作
家
、

藤
原
て
い
の
『
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
』
に
詳
述
）

1
9
6
6
年
／
東
京
大
学
理
学
部
数
学
科
卒
業

1
9
7
2
年
／
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
て
研
究
に
従
事

1
9
7
3
年
／
理
学
博
士
（
東
京
大
学
）コ
ロ
ラ
ド

大
学
助
教
授

1
9
7
6
年
／
お
茶
の
水
女
子
大
学
理
学
部
数
学

科
助
教
授

1
9
8
7
年
／
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
て
研
究
と
教

育
に
従
事

1
9
8
8
年
／
お
茶
の
水
女
子
大
学
理
学
部
教
授

2
0
0
9
年
3
月
／
退
官　
　
　
　
　

1
9
7
8
年
／
第
26
回
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
賞

2
0
0
4
年
／
第
4
回
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
正
論
新
風
賞

2
0
0
9
年
／
平
成
21
年
度　

新
渡
戸
南
原
賞

　
　
　
　
　
　

71
回
文
藝
春
秋
読
者
賞

●
主
な
著
書

研
究
論
文
多
数
の
他
、

・『
若
き
数
学
者
の
ア
メ
リ
カ
』（
新
潮
文
庫
、
日
本
エ
ッ
セ
イ
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
）

・『
遙
か
な
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
』（
新
潮
文
庫
）

・『
国
家
の
品
格
』（
新
潮
新
書
） 2
7
0
万
部
の
ベス
ト
セ
ラ
ー
、「
品
格
」
は
流
行
語
大
賞
に

・『
ヒ
コ
ベエ
』（
講
談
社
） 幼
少
期
の
自
伝

・『
日
本
人
の
誇
り
』（
文
春
新
著
）
昨
年
４
月
発
売
早
々
ベス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
30
万
部
を
超
す

・『
始
末
に
困
る
人
』（
新
潮
社
）　

週
刊
新
潮
の
連
載

・『
藤
原
正
彦
・
美
子
の
ぶ
ら
り
歴
史
散
歩
』（
文
藝
春
秋
）

　

今
年
3
月
出
版

連合会 INFORMATION
「
記
念
旅
行
」
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
展
望
デ
ッ
キ
入
場
券
が
非
常
に
人
気
が
高
く

50
名
様
分
だ
け
し
か
確
保
で
き
ず
50
名
様
限
定
で
募
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

早
々
と
定
員
に
達
し
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
で
お
待
ち
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　

ま
た
「
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
」
も
、
ジ
ャ
パ
ン
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
の
優
勝
者
や
賞
金
ラ
ン

キ
ン
グ
25
位
以
内
な
ど
厳
し
い
参
加
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
男
子
プ
ロ
が
競
う
国
内
メ

ジ
ャ
ー
大
会
『
ゴ
ル
フ
日
本
シ
リ
ー
ズ
』
が
、
開
催
さ
れ
る
名
門
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
「
東

京
よ
み
う
り
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
人
気
が
高
く
定

員
に
達
し
こ
れ
も
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。
せ
っ
か
く
お

申
込
み
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ご
希
望
に
添
え
ず
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

「
基
調
講
演
」、「
第
1
分
科
会
」、「
第
2
分
科
会
」、「
第
3
分
科
会
」
に
は
ま
だ
余

裕
が
ご
ざ
い
ま
す
。
是
非
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
て
お
り
ま
す
。

式
典
・
基
調
講
演 

定
員
／
1
2
0
0
名

「
日
本
の
こ
れ
か
ら
」

御
礼
!! 

「
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
」
と
「
記
念
旅
行 

東
京
新
名

所
と
歌
舞
伎
鑑
賞
＆
横
須
賀
・
鎌
倉
を
巡
る
旅
」

お
陰
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
定
員
に
達
し
ま
し
た
。

多
く
の
お
申
し
込
み
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
37
回
全
国
統
一
研
修
会
・
東
京
大
会 

案
内

■
時
間
／
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

■
会
場
／ 「
鶴
の
間
」（
ザ
・
メ
イ
ン
宴
会
場
階
）

■
講
師
／
数
学
者
・
作
家
・
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授　

藤ふ
じ
わ
ら原 

正ま
さ
ひ
こ彦 

氏

参
加
無
料
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■
第
１
分
科
会 

定
員
／
3
4
0
名

■
第
2
分
科
会 

定
員
／
3
4
0
名

「
経
営
破
綻
し
た
会
社
を
い
か
に
し
て
再
建
し
た
か
」

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｍ
〜
近
未
来
の
事
務
所
業
務
は
こ
う
変
わ
る
〜
」

　

ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
言
葉
を
最
近
は

よ
く
耳
に
し
ま
す
。

で
も
、
私
た
ち
会
計
事
務
所
や
顧
問
先
企

業
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
技
術
は
具
体
的
に
、

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　

事
務
所
内
の
シ
ス
テ
ム
環
境
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
雲
（
ク
ラ
ウ
ド
）
の
向

こ
う
に
移
る
と
仕
事
が
変
わ
る
の
か
。

i
P
a
d
で
仕
訳
入
力
が
効
率
良
く
で
き

る
の
か
。S
N
S
と
か
F
a
c
e
b
o
o
k

っ
て
仕
事
で
も
使
え
る
の
か
…
。

　

こ
の
よ
う
な
、
今
話
題
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
使
う
と
、
会
計
事
務
所
の
業
務
や
顧

問
先
企
業
と
の
関
係
性
は
ど
の
よ
う
の
に

な
っ
て
行
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

分
科
会
で
は
、
近
未
来
の
会
計
事
務
所

を
テ
ー
マ
に
、
一
歩
先
の
会
計
事
務
所
像

を
探
り
ま
す
。

■
99
年
日
本
レ
ー
ザ
ー
輸
入
振
興
協
会
（
J
I
A
L
）
会
長
。

11
年
公
益
財
団
法
人
富
士
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
評
議
員

■
第
1
回
「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
」
大
賞
、

中
小
企
業
庁
長
官
賞
受
賞
、
平
成
23
年
度
新
宿
区
最
優

良
企
業
賞
（
新
宿
区
長
賞
）
受
賞

■
著
書
／
『
変
化
す
る
企
業
社
会
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
』、『
成
果

主
義
の
課
題
』（
共
著
）
等

■
時
間
／
午
後
4
時
〜
午
後
5
時
30
分

■
会
場
／「
芙
蓉
・
西
の
間
」（
ザ
・
メ
イ
ン
宴
会
場
階
）

■
企
画
・
運
営
：
東
京
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
・
研
修
委
員
会
＆
M
J
S

■
時
間
／
午
後
4
時
〜
午
後
5
時
30
分

■
会
場
／ 「
芙
蓉
・
中
の
間
」（
ザ
・
メ
イ
ン
宴
会
場
階
）

■
講
師
／
株
式
会
社
日
本
レ
ー
ザ
ー
代
表
取
締
役　

近こ
ん
ど
う藤 

宣の
ぶ
ゆ
き之 

氏

■
第
3
分
科
会 

定
員
／
3
4
0
名

「
日
本
人
と
歌
舞
伎
の
関
係
」

■
平
成
13
年
、
十
代
目
坂
東
三
津
五
郎
を
襲
名
。
歌
舞
伎
、
日
本
舞
踊
以
外
に
も
様
々
な
ジ
ャン
ル

の
演
劇
に
出
演
。『
か
あ
べ
え
』『
武
士
の一分
』『
う
ぬ
ぼ
れ
刑
事
』
な
ど
の
映
画
や
テ
レ
ビ
に
も

多
数
出
演

■
昭
和
63
年
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
新
人
賞
。
平
成
18
年
に
芸
術
院
賞
。
平
成
21
年
に
紫
綬
褒
章
。

■
著
書
／
『
坂
東
三
津
五
郎
歌
舞
伎
の
愉
し
み
』、『
坂
東
三
津
五
郎
踊
り
の
愉
し
み
』『
坂
東
三
津

五
郎
粋
な
城
め
ぐ
り
』
等

■
時
間
／
午
後
4
時
〜
午
後
5
時
30
分

■
会
場
／「
芙
蓉
・
東
の
間
」（
ザ
・
メ
イ
ン
宴
会
場
階
）

■
講
師
／
歌
舞
伎
俳
優・日
本
舞
踊
坂
東
流
家
元　

坂ば
ん
ど
う東 

三み
つ
ご
ろ
う

津
五
郎 

氏

※
お
申
し
込
み
は
、
C
h
a
n
n
e
l
８
月
号
に
同
封
し
て
お
送
り
し
て
い
ま
す
申
込

用
紙
も
し
く
は
、
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
w
w
w
.
m
i
r
o
k
u
k
a
i
.

n
e.
j
p
）
の
「
第
37
回
統
一
研
修
会
・
東
京
大
会
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
申
込

書
を
プ
リ
ン
ト
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
1
2
0
│

3
6
9
│

7
7
3
）
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
申
し
込
み
は
、
会
場
の
都
合
上
、
定
員
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〜
マ
イ
ナ
ス
か
ら
出
発
し
、さ
ら
に
成
長
さ
せ
た
そ
の
実
践
策
を
開
示
〜

「
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
全
員
に

  

Ｍ
Ｊ
Ｓ
35
周
年
の
記
念
品
を
進
呈
！！
」

参
加
無
料

参
加
無
料

参
加
無
料

最
終
締
切
：
10
月
31
日（
水
）
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第
37
回
全
国
統
一
研
修
会
・
東
京
大
会
は
、「〝
和

に
っ
ぽ
ん〞

の
心 

〜
か
た
い
絆
で
未
来

を
ひ
ら
こ
う
!!
〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、

そ
し
て
日
本
の
未
来
を
考
え
る
上
で
、「
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
合
い
、
助
け
合
う

気
持
ち
」
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
回
の
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
き
ま
し
て
も
、
日
本
選
手
の
チ
ー
ム
力
お
よ
び
団
結

力
が
、
多
く
の
日
本
国
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
た
こ
と
も
偶
然
で
は
な
い
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

　

本
大
会
の
基
調
講
演
や
各
分
科
会
を
通
し
て
「〝
和

に
っ
ぽ
ん〞

の
心
」、
そ
し
て
日
本
の

未
来
に
つ
い
て
、
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
１
分
科
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
東
京
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
・
研
修
委
員

会
と
Ｍ
Ｊ
Ｓ
の
共
同
企
画
・
運
営
に
よ
り
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｍ
〜
近
未
来
の
事
務

所
業
務
は
こ
う
変
わ
る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
昨
今
、
Ｉ
Ｔ
業
界
で
話

題
と
な
っ
て
い
る
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス
対
応

な
ど
の
技
術
に
よ
り
、
会
計
事
務
所
の
業
務
や
顧
問
先
企
業
と
の
関
係
性
が
ど
の

よ
う
に
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
近
未
来
の
会
計

事
務
所
像
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
統
一
研
修
会
・
東
京
大
会
が
、
会
計
事
務
所
、
顧
問
先
企
業
の
経
営
改
善

の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
是
非
と
も
、
多
く
の
先
生
方
、
職
員
の
皆

さ
ま
に
ご
参
加
賜
り
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
11
月
を
も
っ
て
、
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
は
設
立
35
周
年
を
迎
え

ま
す
。
35
年
も
の
間
、
事
業
を
継
続
し
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
ひ
と
え
に
会
計
事
務

所
の
先
生
方
、
職
員
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。
誠
に
僭
越
な
が
ら
、
本
全
国
統
一
研
修
会
・
東
京
大
会
の
場
を
お
借
り

し
て
、「
設
立
35
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
」
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
併

せ
て
ご
参
加
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

　

さ
て
、
会
計
事
務
所
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
般
の
「
消
費
税
率
引

き
上
げ
」
を
は
じ
め
、
一
層
複
雑
化
す
る
各
種
税
制
改
正
へ
の
対
応
、
ま
た
、
顧

問
先
企
業
の
資
金
繰
り
、
経
営
計
画
の
策
定
、
事
業
承
継
、
海
外
進
出
の
相
談
業

務
に
至
る
ま
で
、
そ
の
果
た
さ
れ
る
べ
き
社
会
的
な
役
割
は
一
層
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。

　

当
社
は
こ
れ
か
ら
も
、
お
客
様
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
よ
り
付
加
価
値
の

高
い
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
会

計
事
務
所
の
経
営
革
新
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
初
心
を
忘
れ
ず
、

先
生
方
、
職
員
の
皆
様
と
と
も
に
、〝
顧
問
先
企
業
を
元
気
す
る
〞
と
い
う
使
命
を

全
う
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
全
国
統
一
研
修
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「〝
和

に
っ
ぽ
ん〞

の
心 

〜
か
た
い
絆
で
未
来
を

ひ
ら
こ
う
!!
〜
」
に
あ
る
よ
う
に
、
当
社
は
こ
れ
か
ら
も
、
先
生
方
と
の
〝
か
た

い
絆
〞
と
〝
つ
な
が
り
合
い
〞
を
礎
に
、
先
生
方
と
と
も
に
顧
問
先
企
業
の
未
来

を
切
り
開
け
る
よ
う
、
全
社
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

  

代
表
取
締
役
社
長　

  

最
高
執
行
責
任
者

是
枝 

周
樹

協
賛
会
社
と
し
て

第
37
回
全
国
統
一
研
修
会
・
東
京
大
会

MJS INFORMATION



777777777777777

東京スカイツリーを望み東京スカイツリーを望み
下町情緒を大切にしながら下町情緒を大切にしながら
地域密着型の顧問先支援を展開 !!地域密着型の顧問先支援を展開 !!

東京スカイツリーを望み
下町情緒を大切にしながら
地域密着型の顧問先支援を展開 !!
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大清水善信税理士事務所の皆さん

大清水善信税理士事務所

住　所／〒131-0032
　　　　東京都墨田区東向島2-28-7
T E L ：03-3612-0039
F A X：03-3612-0048
設　立／平成 2 年
職員数／ 5名
導入システム／ACELINK NX-Pro

元自衛官という異色の経歴を持た

れている大清水先生。東京スカイ

ツリーを一望できるビルに事務所

を構え、税理士業務と社労士業務

を行なわれています。はたして、ス

カイツリーは顧問先に好影響を与

えているのでしょうか。先生のお仕

事ぶりや経歴とあわせて聞いてみ

ました。

農
家
の
長
男
か
ら
自
衛
官
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
経
て
税
理
士
に

―
元
自
衛
官
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
ど
こ

に
配
属
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

大
清
水　

出
身
が
福
島
県
浪
江
町
だ
っ
た

の
で
、
隣
県
の
宮
城
県
仙
台
市
の
駐
屯
所

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
入
隊
初
日
、
夜
10

時
に
駐
屯
所
に
着
く
と
い
き
な
り
電
気
が

消
え
た
の
が
衝
撃
的
で
し
た
。
た
ん
に
消

灯
時
間
だ
っ
た
か
ら
な
の
で
す
が
、
初
め
て

の
こ
と
だ
っ
た
の
で
そ
の
早
さ
に
驚
き
ま
し

た
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
翌
朝
か
ら
は
訓
練
の

日
々
が
は
じ
ま
り
、
と
き
に
は
上
官
に
叱

咤
さ
れ
な
が
ら
心
身
と
も
に
鍛
え
ら
れ
ま

し
た
。

―
自
衛
官
の
頃
に
す
で
に
簿
記
の
勉
強
を

は
じ
め
て
い
た
そ
う
で
す
ね
。

大
清
水　

早
朝
か
ら
17
時
ま
で
は
訓
練
や

業
務
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
以

降
は
自
由
時
間
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
時
間
を
活
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
の

勉
強
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
結
果
、
自
動

車
整
備
士
な
ど
の
工
業
的
な
資
格
の
ほ
か
、

日
商
簿
記
１
級
の
資
格
も
取
得
し
た
の
で

す
。
自
動
車
整
備
士
の
資
格
な
ど
は
製
造

業
の
顧
問
先
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
す
る
と

き
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

―
そ
の
ま
ま
自
衛
隊
に
い
よ
う
と
は
思
わ

な
か
っ
た
の
で
す
か
。

大
清
水　

少
し
悩
ん
だ
の
で
す
が
、
結
果

と
し
て
自
衛
隊
を
辞
め
て
上
京
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
自
衛
隊
ほ
ど
厳

し
い
環
境
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
い
っ
そ
の

こ
と
自
衛
隊
で
培
っ
た
精
神
力
を
ベ
ー
ス
に

し
て
ほ
か
の
分
野
の
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
た
い
と
考
え
た
の
で
す
。

―
上
京
し
て
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
さ
れ
た

の
で
す
か
。
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税理士まで の 道のり

大
清
水　

新
聞
の
求
人
広
告
で
目
に
し
た

営
業
職
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
職
場
で
は
上
司
と
喧
嘩
し
て
し
ま
い
、

つ
ぎ
に
靴
や
履
物
の
素
材
を
扱
う
製
造
卸

会
社
で
働
き
ま
し
た
。
そ
の
会
社
で
は
簿

記
１
級
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
経

理
や
総
務
の
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
経
理
に
関
す
る

実
務
的
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
会
社
で
働
き
な

が
ら
、
30
歳
の
と
き
か
ら
税
理
士
試
験
の

勉
強
を
は
じ
め
ま
し
た
。

―
い
く
つ
の
と
き
に
税
理
士
試
験
に
合
格

し
て
、ど
の
よ
う
に
開
業
さ
れ
た
の
で
す
か
。

大
清
水　

40
歳
の
と
き
に
合
格
し
ま
し
た
。

当
初
は
登
録
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
周
り
か
ら
の
す
す
め
で
登
録
だ

け
は
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
税
理
士
会
の
会
報
に
新

規
登
録
者
と
し
て
私
の
名
前
と
趣

味
（
野
球
）
が
掲
載
さ
れ
、
地
元

の
税
理
士
会
の
野
球
チ
ー
ム
の
方

か
ら
お
誘
い
を
い
た
だ
い
た
だ
の
で

す
。
そ
し
て
一
緒
に
野
球
を
し
て

い
る
う
ち
に
、
人
手
不
足
の
事
務

所
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
、

本
業
の
か
た
わ
ら
税
理
士
と
し
て

の
仕
事
も
は
じ
め
ま
し
た
。
最
初

は
週
に
１
回
ぐ
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

―
現
在
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
業

務
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

大
清
水　

手
伝
い
を
し
て
い
る
う
ち
に
、

私
個
人
に
も
依
頼
が
舞
い
込
ん
で
く
る
よ

う
に
な
り
、
徐
々
に
会
社
の
仕
事
の
割
合

を
減
ら
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
会
社
も
私
の
こ
と
を
必
要
と

し
て
く
れ
た
の
で
、
今
も
会
社
に
は
籍
を

置
い
て
お
り
、
毎
週
火
曜
の
午
前
中
は
出

社
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
社
会
保
険
労
務
士
の
業
務
も
担
当
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

大
清
水　

平
成
２
年
に
税
理
士
資
格
を
取

得
し
た
後
、
平
成
５
年
に
社
会
保
険
労
務

士
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
以
来
、
顧

問
先
な
ど
か
ら
社
労
士
業
務
を
依
頼
さ
れ

る
こ
と
が
増
え
、
よ
り
幅
広
い
業
務
を
展

開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
社
労
士

の
勉
強
は
税
理
士
試
験
の
勉
強
だ
け
で
は

満
足
で
き
ず
に
は
じ
め
た
の
で
す
が
、
顧
問

先
を
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
の
で
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
中
小
零

細
企
業
を
支
援
す
る
場
合
は
、
税
務
・
会

計
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
保
険
、
労

働
保
険
、
労
務
管
理
な
ど
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
も
肝
心
で
す
か
ら
。

―
そ
れ
だ
け
多
く
の
資
格
を
取
得
す
る
の

は
大
変
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

大
清
水　

と
に
か
く
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学

び
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
ほ
ど
苦
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
に
私
の
場
合
、
自
衛
隊
時
代
の
生
活
に

比
べ
れ
ば
何
だ
っ
て
楽
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
今
も
身
体
を

使
う
の
は
大
好

き
で
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
は
毎
日
の

よ
う
に
や
っ
て

い
ま
す
し
、
野

球
大
会
な
ど
に

も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

し
っ
か
り
と
身

体
づ
く
り
が
で

き
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
い
ろ
ん

な
こ
と
に
対
す

る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
維
持
で
き

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業
後

顧
問
先
の
景
況
感
は
い
か
に

―
こ
の
５
月
に
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
開

業
し
ま
し
た
が
、
顧
問
先
に
良
い
影
響
が

出
て
い
ま
す
か
。

大
清
水　

顧
問
先
の
な
か
に
は
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
の
形
を
し
た
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
を
つ
く
っ
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
と

こ
ろ
に
は
そ
れ
ほ
ど
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
は
い
え
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ブ
ー
ム
は
も
の

す
ご
く
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
周
辺
に
は
毎
日

10
万
人
以
上
の
人
た
ち
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
勢
い
を
利
用
し
な
い
手
は
な
い
と
思
い

ま
す
。

　大清水先生は「農家の長男だったので、子ど
もの頃から農業を継いでいくと考えていました
が、親の後押しもあり、18 歳で自衛官になっ
た」とのこと。以来、仙台市で 22 歳まで自衛
隊での生活をすごし、上京。会社に就職し経理
や総務の仕事をしながら、30 歳のときから税
理士試験の勉強に取り組むようになりました。
「会社で経理の仕事をしていたので、せっかく
だからもっと専門的なことを学ぼうと思ったの
です。当時はちょうど子どもができた頃だった
のですが、妻は私に気を遣って、休日にはでき
るだけ子どもを連れて外に出るようにしてくれ
ました。振り返ってみると、こうした家族の支
えがあって、資格を取得することができたよう
に思います」と大清水先生。その後、専門学校
などにも通い、平成元年に税理士試験に合格し
ました。

地域に密着した活動を展開する大清水先生
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―
事
務
所
の
あ
る
東
向
島
は
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
に
ほ
ど
近
く
、
東
京
の
下
町
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

大
清
水　

私
は
上
京
し
て
か
ら
40
年
近
く

こ
の
界
隈
に
住
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り

は
東
京
の
下
町
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
親

し
み
感
が
あ
り
、
住
み
心
地
が
非
常
に
い

い
町
で
す
。
長
年
に
わ
た
っ
て
住
ん
で
い
る

の
で
、
地
域
へ
の
恩
返
し
の
意
味
も
込
め
て

地
元
の
消
防
団
に
も
参
加
し
て
お
り
、
地

域
の
治
安
維
持
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

―
40
年
の
間
に
地
域
の
様
子
は
変
わ
り
ま

し
た
か
。

大
清
水　

大
型
商
業
施
設
や
マ
ン
シ
ョ
ン
開

発
が
す
す
み
、
商
店
街
の
元
気
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
顧
問
先
は
墨

田
区
、
台
東
区
の
小
売
業
、
製
造
業
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
の
で
す
が
、
こ
こ
２
年
は
廃

業
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中

小
零
細
企
業
で
も
努
力
し
だ
い
で
ま
だ
ま

だ
頑
張
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
型
の
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
の
よ
う

に
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
商
品
づ
く

り
に
励
ん
で
、
こ
の
厳
し
い
時
代
を
乗
り

切
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

原
発
10
㌔
㍍
圏
内
の
地
元

福
島
県
浪
江
町
へ
の
思
い

―
Ｍ
Ｊ
Ｓ
の
シ
ス
テ
ム
は
い
つ
頃
か
ら
使
用

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

大
清
水　

以
前
に
手
伝
っ
て
い
た
税
理
士

事
務
所
が
Ｍ
Ｊ
Ｓ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
い

た
の
で
、
私
も
事
務
所
を
開
設
す
る
と
き

に
Ｍ
Ｊ
Ｓ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
以
来
、使
い
勝
手
が
い
い
の
で
、

使
い
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

―
と
こ
ろ
で
、
ご
出
身
が
福
島
県
だ
そ
う

で
す
が
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
か
。

大
清
水　

浪
江
町
は
福
島
第
一
原
発
か
ら

10
㌔
㍍
圏
内
に
あ
る
の
で
、
当
然
、
父
や

母
は
実
家
を
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
震
災
後
、
３
カ
月
ほ
ど
は
両
親
も
東

京
に
避
難
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
福
島

県
郡
山
市
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
当
初
は
あ
ま
り
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
３
カ
月
ほ
ど
す

る
と
も
う
実
家
に

は
帰
れ
な
い
ん
だ
と

い
う
こ
と
が
現
実

味
を
帯
び
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
昨
年

の
12
月
に
は
一
時
帰

宅
で
防
護
服
を
着

て
、
実
家
の
様
子

を
見
て
来
ま
し
た
。

一
見
す
る
と
野
山

の
様
子
は
何
も
変

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
や
は
り
６
０
０

軒
ほ
ど
の
集
落
に

人
気
が
な
い
の
は
異

様
な
光
景
で
し
た
。

ま
た
、
放
射
能
被

害
の
こ
と
を
考
え

る
と
こ
れ
か
ら
先
、

何
十
年
も
農
業
を

す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
し
ょ
う
か

ら
、
父
と
母
は
悔

し
く
て
仕
方
が
な
い

と
思
い
ま
す
。

―
ご
両
親
や
地
元
の
仲
間
た
ち
を
励
ま
し

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
中
小
企
業
の
活
性

化
の
た
め
に
尽
力
し
て
く
だ
さ
い
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事務所風景

事務所の屋上から見える東京スカイツリー



10

我
が
事
務
所
の
顧
問
先
紹
介

10

社
内
起
業
で
30
歳
と
い
う
若
さ
で
「
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
」
を
立

ち
上
げ
、
女
性
の
感
性
で
世
の
中
の
役
に
立
つ
「
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

Ｎ
ｅ
ｔ
サ
ー
ビ
ス
」

を
展
開
。
新
規
事
業
と
し
て
人
に
や
さ
し
い
除
菌
・
消
臭
の
「
イ
レ
イ
ザ
ー
ミ

ス
ト
水
」
の
製
造
・
販
売
で
業
績
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
岸
屋
麻
衣
代
表
取
締

役
に
、「
む
さ
し
の
税
理
士
法
人
」
の
静
間
俊
和
代
表
社
員
が
起
業
の
い
き
さ
つ

と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

静
間
代
表
社
員（
以
下
敬
称
略
）
設
立
し

て
ま
だ
３
年
で
す
が
、
ま
ず
は
そ
の
経
緯
を

お
話
し
く
だ
さ
い
。

岸
屋
社
長（
以
下
敬
称
略
）
私
が
入
社
し
た

「
日
本
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
」は
、

ガ
ス
欠
、
レ
ッ
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
、

開
け
な

ど
の
24
時
間
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て「
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
」を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
を
も
っ
と
有
効
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
と
検
討
し
、
日
本
が
超
高
齢
者
社
会

を
迎
え
る
こ
と
に
着
目
。
困
っ
た
時
に
な
ん

で
も
相
談
で
き
る「
暮
ら
し
の
困
っ
た
コ
ー

ル
♯
９
９
９
０（
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

Ｎ
ｅ
ｔ
サ
ー
ビ

ス
）」を
考
え
、会
社
に
提
案
し
、「
ラ
イ
フ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
」を
設
立
し
た
の

で
す
。

静
間　

ま
さ
に
女
性
の
感
性
で
親
会
社
の

イ
ン
フ
ラ
の
有
効
活
用
を
考
え
た
わ
け
で
す

ね
。
ち
な
み
に
、
社
長
の
ご
出
身
は
ど
こ
で

す
か
。
ま
た
日
本
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
社
に

就
職
し
た
経
緯
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ

い
。

岸
屋　

札
幌
生
ま
れ
で
、
国
学
院
短
期
大

学
の
英
文
科
卒
を
出
ま
し
た
。
知
人
か
ら

会
長
を
紹
介
い
た
だ
い
た
の
が
入
社
の
き
っ

か
け
で
す
。
入
社
時
か
ら
社
長
秘
書
に
配

属
さ
れ
、
そ
の
仕
事
を
通
じ
て
多
く
の
方

と
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
、
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

静
間　
こ
の
事
業
を
考
え
た
き
っ
か
け
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

岸
屋　

現
代
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
え
ば

何
で
も
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
で
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
の
な
か
に
は
扱
え
な
い
方

も
多
く
、
困
っ
た
時
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い
、
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
も

わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
問
題
も
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
日
本
で
は
高
齢
者
が
ど
ん
ど
ん

増
え
て
き
ま
す
。
と
は
い
え
、
こ
の
サ
ー
ビ

ス
は
日
本
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
社
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
が
あ
っ
て
初
め
て
実
現
で
き
た
も
の

で
す
。
一
か
ら
構
築
し
て
い
た
の
で
は
起
業

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

静
間　

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
の
で
す
か
。

岸
屋　
「
暮
ら
し
の
困
っ

た
コ
ー
ル
・
＃
９
９
９
０

（
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

Ｎ
ｅ
ｔ
サ
ー
ビ

ス
）」
で
は
、
た
と
え
ば「
カ

ギ
を
な
く
し
ち
ゃ
っ
た
ど
う

し
よ
う
」、「
体
の
調
子
が

悪
く
な
っ
た
、
最
寄
り
の
夜

間
病
院
は
ど
こ
に
あ
る
の
」、

「
東
京
に
行
く
の
だ
け
れ
ど

目
的
地
ま
で
ど
う
行
っ
た
ら

い
い
の
」、「
ペ
ッ
ト
を
連
れ

て
い
き
た
い
が
ペ
ッ
ト
と
一
緒

に
泊
ま
れ
る
ホ
テ
ル
は
ど
こ

に
あ
る
の
」
な
ど
、
ど
こ
に

相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な

い
問
題
に
つ
い
て
、
電
話
対

応
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
30
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
24
時
間
・

３
６
５
日
体
制
で
対
応
し
て

い
ま
す
。
あ
る
調
査
に
よ
れ

ば
一
般
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ス

タ
ッ
フ
の
平
均
勤
務
年
数
は
３
年
だ
そ
う

で
す
が
、
私
ど
も
の
ス
タ
ッ
フ
は
６
年
か
ら

10
年
の
経
験
者
が
大
勢
在
籍
し
て
い
ま
す

の
で
、
素
早
い
対
応
が
で
き
て
い
ま
す
。
な

お
、
出
動
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
依
頼
業
者
は

か
な
ら
ず
営
業
が
直
接
訪
問
し
て
選
定
し

て
い
ま
す
。
入
会
金
や
年
会
費
は
あ
り
ま

せ
ん
。

#9990・Ｌife Netサービスの5MW
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静
間　

入
会
金
や
年
会
費
が
な
い
と
す
れ

ば
、ど
う
い
う
形
で
収
入
を
得
る
の
で
す
か
。

岸
屋　
た
と
え
ば「
パ
イ
プ
が
詰
ま
っ
て
困
っ

て
い
る
」と
い
う
電
話
を
い
た
だ
き
業
者
が

出
動
し
た
場
合
、
修
理
費
が
１
万
円
と
し

ま
す
と
、
業
者
か
ら
は
登
録
料
５
０
０
円

を
合
わ
せ
た
合
計
１
万
５
０
０
円
を
集
金

し
、
手
数
料
と
登
録
料
５
０
０
円
を
当
社

に
振
り
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

登
録
料
５
０
０
円
は
初
回
の
み
で
、
そ
れ

以
降
は
他
の
相
談
を
さ
れ
た
場
合
に
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

静
間　

そ
の
他
の
収
入
は
ど
ん
な
も
の
が

あ
り
ま
す
か
。

岸
屋　
セ
デ
ィ
ナ
、
ダ
イ
ワ
サ
ー
ビ
ス
、
セ

ン
ト
ラ
ル
警
備
保
障
、
信
金
、
佐
川
引
越

セ
ン
タ
ー
等
各
社
の
付
帯
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
契
約
し
、
そ
こ
か
ら
契

約
料
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

静
間　

非
常
に
役
に
立
つ
サ
ー
ビ

ス
な
の
で
も
っ
と
広
め
て
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
ね
。
と
こ
ろ
で
、
最

近
力
を
入
れ
て
い
る
新
規
事
業
が

あ
る
そ
う
で
す
ね
。

岸
屋　
イ
レ
イ
ザ
ー
・
ミ
ス
ト
水
の

事
業
で
す
。紹
介
で
渡
辺
達
男
さ
ん

（
現
：
株
式
会
社
テ
ク
ノ
マ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役
）と
知
り
合
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
渡
辺
さ
ん
は
長
年
研
究
を
重
ね
、

生
成
機
を
開
発
し
、
工
場
や
大
病
院
向
け

に
販
売
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
を
一
般

に
も
広
げ
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
当
社
と
専

属
販
売
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

静
間　

イ
レ
イ
ザ
ー
・
ミ
ス
ト
水
に
は
ど
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
で
す
か
。

岸
屋　

原
材
料
の
次
亜
鉛
素
酸
ソ
ー
ダ
は

給
食
の
野
菜
洗
い
に
も
使
わ
れ
て
い
る
安

全
な
も
の
で
す
。
キ
ッ
チ
ン
ハ
イ
タ
ー
に
も

殺
菌
、
漂
白
剤
と
し
て
次
亜
鉛
素
酸
ソ
ー

ダ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
渡
辺
さ
ん
が
開
発

し
た
特
殊
な
ｐ
ｈ
制
御
技
術
で
、
こ
の
次

亜
鉛
素
酸
ソ
ー
ダ
を
肌
に
や
さ
し
く
、
し

か
も
強
力
な
殺
菌
力
を
持
っ
た
弱
酸
性
の

イ
レ
イ
ザ
ー
・
ミ
ス
ト
水
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。
ま
た
、
イ
レ
イ
ザ
ー
・
ミ
ス

ト
専
用
噴
霧
器
ま
た
は
ス
プ
レ
ー
を
使
用

し
、
空
気
中
に
イ
レ

イ
ザ
ー
・
ミ
ス
ト
水

を
直
接
空
中
噴
霧

す
れ
ば
、
除
菌
・
消

臭
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

花
粉
症
や
ダ
ニ
、
カ

ビ
の
抑
制
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
ィ

ル
ス
対
策
ま
で
様
々

な
効
果
が
あ
り
、
ご

家
庭
を
は
じ
め
、
レ

ス
ト
ラ
ン
や
飲
食
店
・
教
育
施
設
、病
院
、老

人
福
祉
施
設
、動
物
病
院
で
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。最
近
の
利
用
事
例
で
は
銀

座
久
兵
衛
さ
ん
や
Ｅ
Ｃ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
英
会
話

教
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

静
間　

販
売
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

岸
屋　

初
め
て
ご
使
用
の
方
に
は
、
イ
レ
ー

ザ
ー
・
ミ
ス
ト
専
用
噴
霧
器
と
ス
プ
レ
ー
を

セ
ッ
ト
に
し
た「
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
」
を
無
償

で
提
供
し
て
い
ま
す
。
イ
レ
ー
ザ
ー
・
ミ
ス

ト
水
は
２
㍑
ボ
ト
ル
×
７
本
を
７
３
５
０

円
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
量
で
噴
霧

器
を
１
日
８
時
間
・
標
準
使
用
し
た
場
合
、

約
２
カ
月
間
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

静
間　

私
も
使
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ペ
ッ

ト
の
臭
い
が
気
に
な
ら
な
く
な
る
な
ど
、
防

臭
効
果
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
さ
て
、
今

後
の
展
開
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
か
。

■
訪
問
事
務
所
概
要

事
務
所
名
：
む
さ
し
の
税
理
士
法
人

代
表
社
員
：
静
間　

俊
和　

住
所
：
〒
１
８
０-

０
０
０
５

東
京
都
武
蔵
野
市
御
殿
山
１-

１-

３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
４
２
２-

７
０-

２
１
２
１

■
紹
介
顧
問
先
概
要

社　

名
：
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社

設　

立
：
平
成
21
年（
２
０
０
９
年
）５
月

資
本
金
：
１
０
０
，０
０
０
，０
０
０
円

代
表
者
：
代
表
取
締
役  

岸
屋 

麻
衣

住　

所
： 

〒
1
0
0-

0
0
1
4　

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目

13
番
14-

３
０
１
０
号

T
E
L
：
０
３-

５
５
０
１-

１
０
３
２

事
業
内
容
：
生
活
に
関
る
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
全
般
並
び
に
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運

営
・
管
理　

空
間
除
菌
・
消
臭
シ
ス
テ
ム
の
開

発
及
び
製
造
、
販
売
等

岸
屋　

今
後
は「
暮
ら
し
の
困
っ
た
コ
ー
ル・

＃
９
９
９
０（
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

Ｎ
ｅ
ｔ
サ
ー
ビ

ス
）」の
さ
ら
な
る
拡
大
と
と
も
に
、
イ
レ

イ
ザ
ー
・
ミ
ス
ト
水
の
販
売
に
注
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
、
中
国
か
ら

引
き
合
い
が
来
て
い
ま
す
の
で
、
海
外
展
開

も
考
え
た
い
で
す
ね
。

静
間　

社
長
の
若
さ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
そ

し
て
持
ち
前
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
で
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

除菌力とｐHの関係

イレーザー・ミスト専用噴霧器とスプレーを中央にして、
岸屋社長（左）と静間代表社員

※
読
者
特
別
割
引
／
読
者
の
中
で
イ
レ
イ
ザ
ー
・
ミ
ス
ト
水
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
客
様
相
談
セ
ン
タ
ー
／
℡
０
１
２
０
│

１
７
１
│

８
８
９
に
お
電
話
の
上
、
提
携
企
業
コ
ー
ド
Ｎ
ｏ
．Ｍ
Ｊ
Ｓ
０
０
３
６
９
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
割
引
料
金
で
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。
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木
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所
長

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
周
辺

12

シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
満
載
、世
界
一
の

高
さ
を
誇
る「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
６
３
４
㍍
と
い

う
自
立
式
鉄
塔
と
し
て
は
世
界
一
の
高
さ

を
誇
り
ま
す
。
ち
な
み
に
「
６
３
４
」
と

い
う
数
字
の
は
旧
地
名
で
あ
る
「
武
蔵
」

に
由
来
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
５
月
22
日

に
オ
ー
プ
ン
し
、
わ
ず
か
２
カ
月
余
り
で

入
場
者
数
が
１
０
０
万
人
を
突
破
す
る
な

ど
、
早
く
も
東
京
を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
こ
こ
か
ら
地
上
４
５
５
㍍
の「
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
天
望
回
廊
」
に
上
が
っ

て
い
き
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
日
立
製
、
強
風
で
停
止
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
乗
っ
て
み
る
と
こ
ち
ら
も

快
適
で
す
。
さ
て
、
待
ち
に
待
っ
た
地
上

４
５
５
㍍
か
ら
の
景
色
は
ま
さ
に
未
体
験

の
世
界
。
あ
ま
り
に
も
高
く
て
、
東
京
の

街
が
ジ
オ
ラ
マ
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
ほ

ど
で
す
。
ま
た
、
東
京
の
地
形
が
良
く
分

か
る
の
で
、
地
理
や
地
図
が
好
き
な
方
に

は
た
ま
ら
な
い
景
色
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

高
い
所
か
ら
の
景
観
を
満
喫
し
た
ら
、

今
度
は
複
合
商
業
施
設
「
東
京
ソ
ラ
マ
チ
」

へ
。
３
０
０
店
舗
以
上
の
シ
ョ
ッ
プ
や
レ
ス

ト
ラ
ン
が
入
っ
て
い
る
商
業
施
設
で
、
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
グ
ッ
ズ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

有
名
店
や
老
舗
店
の
商
品
を
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
「
す
み
だ
水
族
館
」

や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど
も
入
っ
て
い
る
の

で
、
お
子
様
連
れ
の
レ
ジ
ャ
ー
に
も
い
い
と

思
い
ま
す
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
オ
ー
プ
ン
で

周
辺
商
店
街
の
景
気
は
い
か
に
!?

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
周
辺
に
は
、
お

し
な
り
商
店
街
振
興
組
合
、
押
上
通
り
商

店
会
、
業
四
市
場
商
栄
会
、
キ
ラ
キ
ラ
橘

商
店
街
、
鳩
の
街
通
り
商
店
街
な
ど
、
数

多
く
の
商
店
街
が
あ
り
ま
す
。
特
に
お
し

な
り
商
店
街
振
興
組
合
、
押
上
通
り
商
店

会
、
業
四
市
場
商
栄
会
は
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

の
足
元
に
あ
り
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
お
し
な

り
く
ん
」
で
街
の
活
性
化
を
は
か
る
な
ど
、

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
開
業
前
か
ら
様
々
な
取

り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
か
ら
少
し
歩
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、

キ
ラ
キ
ラ
橘
商
店
街
、
鳩
の
街
通
り
商
店

街
は
レ
ト
ロ
な
下
町
風
情
を
残
し
た
商
店

街
で
、
散
策
に
は
も
っ
て
こ
い
の
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。

　
し
か
し
、
い
ざ
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
開
業
し

て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
お
客
の
数
が
増
え

な
い
ば
か
り
か
、
な
か
に
は
減
っ
て
し
ま
っ

た
お
店
も
あ
る
と
か
。
実
は
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
界
隈
の
商
店
街
が
も
っ
と
も
賑
わ

っ
て
い
た
の
は
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
オ
ー
プ
ン

前
な
の
で
す
。
と
い
う
の
は
、
オ
ー
プ
ン
前

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
開
業
し
て
早
く

も
半
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

い
ま
だ
に
そ
の
人
気
ぶ
り
は
絶
大
で
、

チ
ケ
ッ
ト
を
入
手
す
る
こ
と
す
ら
難
し

い
よ
う
で
す
。
と
い
う
わ
け
で
、
今
回

は
そ
ん
な
ホ
ッ
ト
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で

あ
る
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
周
辺
に
あ
る
商

店
街
、
伝
統
工
芸
な
ど
の
工
房
を
ご
案

内
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ス
カ
イ
ツ
リ
ー

の
み
な
ら
ず
、
新
し
い
墨
田
区
の
魅
力

を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
地
上

３
５
０
㍍
の
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
展
望

デ
ッ
キ
」
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
も
日
本
の
技
術
は
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
製
で
国
内
最
高

速
の
分
速
６
０
０
㍍
、
地
上
か
ら
第
１
展

望
台
ま
で
約
３
５
０
㍍
を
約
50
秒
で
結
ん

で
い
ま
す
。
実
際
に
乗
っ
て
み
る
と
本
当
に

ア
ッ
と
い
う
間
に
地
上
３
５
０
ｍ
に
到
着
し

ま
す
。

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
展
望
デ
ッ
キ
は
天

井
が
高
く
、
開
放
的
な
空
間
に
な
っ
て
お

り
、
ゆ
っ
く
り
と
３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
風

景
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
天
気

が
良
い
日
は
お
よ
そ
70
㌔
㍍
先
ま
で
見
渡

す
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
こ

で
は
記
念
撮
影
も
で
き
る
の
で
、
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
に
上
っ
た
際
に
は
是
非
と
も
撮
影
し

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

スカイツリーの前のミラーで記念撮影
（左：正芳先生、右：功一先生）

スカイツリー展望回廊
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は
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
外
か
ら
眺
め
る
こ
と

し
か
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
と
の
つ
い
で

に
周
辺
の
街
歩
き
を
し
よ
う
と
い
う
人
が

多
か
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
た
し
か
に
、

い
ま
は
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
な
か
に
入
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
東
京
ソ
ラ
マ
チ
で
は
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
や
食
事
、
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
め
ま

す
。
お
そ
ら
く
ど
れ
だ
け
早
足
で
回
っ
て
も

２
、３
時
間
は
か
か
る
の
で
、
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
と
ソ
ラ
マ
チ
だ
け
で
満
足
し
て
し
ま
い
、

と
て
も
周
辺
の
商
店
街
を
散
策
し
よ
う
と

い
う
気
に
は
な
ら
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

特
に
地
方
か
ら
の
観
光
客
の
場
合
、
そ
れ

ほ
ど
時
間
的
な
余
裕
が
あ
る
わ
け
で
も
な

い
の
で
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
後
は
バ
ス
で
浅

草
に
向
か
う
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
。

　

と
は
い
え
、
今
ま
で
観
光
客
が
ほ
と
ん

ど
訪
れ
な
か
っ
た
地
域
に
多
く
の
人
た
ち

が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
事
実
で
す
。
是

非
と
も
商
店
街
に
は
観
光
客
を
引
っ
張
り

込
む
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創
っ
て
、
活
気

を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
手
に
合
っ
た

木
の
箸
を
作
る
「
大
黒
屋
」

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
あ
る
墨
田
区
で

は
古
く
か
ら
「
３
Ｍ
運
動
」
と
い
う
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
85
年
に
墨

田
区
の
産
業
Ｐ
Ｒ
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
地

域
活
性
化
を
図
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
た

事
業
の
こ
と
で
、
３
つ
の
運
動
「
３
Ｍ
（
ス

リ
ー
エ
ム
）
運
動
」（
小

さ
な
博
物
館
＝
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
、
マ
イ
ス
タ
ー

運
動
＝
マ
イ
ス
タ
ー
、

工
房
シ
ョ
ッ
プ
運
動
＝

マ
ニ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
リ

ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
）
を
通

じ
て
、
墨
田
区
の
産
業

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
周
辺
で
３
Ｍ
運

動
に
参
加
し
て
い
る
工

房
を
訪
ね
て
回
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
向

か
っ
た
の
が
江
戸
木
箸
の「
大
黒
屋
」で
す
。

店
内
に
は
１
０
０
種
以
上
の
木
箸
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
手
に
持
っ
て
、
フ

ィ
ッ
ト
す
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
工
房
を
経
営
す
る
竹
田
勝
彦
さ
ん
は

「
手
の
大
き
さ
や
形
は
一
人
ひ
と
り
違
う

の
に
、
ど
う
し
て
箸
は
同
じ
形
を
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
疑
問
か
ら
、
独
創

的
な
箸
を
作
り
、
現
在
も
数
多
く
の
メ
デ

ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
職
人
さ
ん
で

す
。

　

竹
田
さ
ん
が
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
断
面
が

四
角
形
や
丸
の
箸
だ
け
で
な
く
、
断
面
が

五
角
形
や
六
角
形
、
七
角
形
と
い
っ
た
具

合
に
様
々
な
形
の
箸
を
作
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
実
際
に
四
角
形
以
外
の
箸
を
持
た
せ

て
も
ら
う
と
、
意

外
と
し
っ
く
り
と

手
に
収
ま
る
の
で

驚
き
で
す
。
む
し

ろ
、
四
角
形
よ
り

も
角
度
が
滑
ら
か

に
な
っ
て
い
る
の
で

手
に
負
担
が
か
か

り
に
く
く
、
指
の

関
節
に
マ
ッ
チ
し
て

い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

箸
の
先
端
に
も

目
を
凝
ら
し
て
み

る
と
箸
の
上
部
か
ら
先
端
ま
で
一
様
に
削

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。つ
ま
り
、

断
面
が
六
角
形
の
箸
の
場
合
、
先
端
も
き

れ
い
な
六
角
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
普

通
の
箸
は
先
端
に
い
く
ほ
ど
角
が
と
れ
て
し

ま
い
物
が
つ
ま
み
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
竹
田
さ
ん
の
箸
な
ら
先
端
に
ま
で

仕
事
が
行
き
届
い
て
い
る
の
で
、
ど
ん
な
小

さ
な
豆
で
も
簡
単
に
つ
ま
む
こ
と
が
で
き
そ

う
で
す
。

　

こ
う
し
た
匠
の
技
で
竹
田
さ
ん
は
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
関
連
商
品
も
作
っ
て
い
ま

す
。
竹
田
さ
ん
が
作
っ
た「
下
町
の
武
蔵
箸
」

は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
高
さ
（
6
3
4

㍍
）
に
由
来
し
、
箸
の
上
部
が
六
角
形
、

中
央
部
が
三
角
形
、
先
端
が
四
角
形
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。
よ
く
見
て
も
ど
う
し
た

ら
こ
の
よ
う
な
形
に
削
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
竹
田
さ
ん
は
２

年
ほ
ど
か
け
て
こ
の
独
特
な
削
り
方
を
編

み
出
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
箸
の
長

さ
が
短
く
、
わ
ず
か
な
力
で
物
を
つ
ま
む

こ
と
が
で
き
る
「
ず
ん
ぐ
り
箸
」、
そ
ば
を

食
べ
や
す
く
す
る
「
そ
ば
箸
」
な
ど
、
用

途
に
合
わ
せ
た
箸
も
販
売
し
て
い
る
の
で
、

お
土
産
品
と
し
て
も
喜
ば
れ
る
と
思
い
ま

す
。

　
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
行
っ
た
足
で
、
自
分
だ

け
の
箸
を
探
し
に
出
掛
け
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

歌
舞
伎
と
と
も
に
発
展
し
た

江
戸
の
伝
統
工
芸
「
押
絵
羽
子
板
」

　

お
次
は
３
Ｍ
運
動
の
一
環
で
「
羽
子
板

資
料
館
」
を
開
設
し
て
い
る
成
駒
屋
を
訪

ね
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
扱
っ

て
い
る
の
は
押
絵
羽
子
板
と
い
う
伝
統
工

芸
品
で
す
。
押
絵
と
は
厚
紙
な
ど
の
台
紙

に
布
を
貼
り
、
綿
を
入
れ
た
り
す
る
こ
と

大黒屋の竹田社長

スカイツリーから見た浅草方面の景色
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で
立
体
的
な
絵
を
ほ
ど
こ
す
技
法
の
こ
と
。

江
戸
時
代
に
は
こ
の
技
法
を
用
い
て
、
羽

子
板
に
浮
世
絵
を
彷
彿
さ
せ
る
絵
や
当
時

庶
民
の
娯
楽
だ
っ
た
歌
舞
伎
役
者
の
舞
台

姿
を
写
し
、
押
絵
羽
子
板
は
誕
生
し
ま
し

た
。
ま
た
、
女
子
誕
生
の
初
正
月
に
羽
子

板
が
末
広
型
に
な
っ
て
い
て
お
め
で
た
い
と

い
う
こ
と
か
ら
、
縁
起
物
と
し
て
贈
答
品

な
ど
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。
最
近
で
は
海
外
の
方
へ
の
お
土
産
に

こ
の
押
絵
羽
子
板
を
贈
る
方
も
増
え
て
い

る
と
か
。

　

展
示
さ
れ
て
い
る
押
絵
羽
子
板
は
い
ず

れ
も
豪
華
絢
爛
で
迫
力
満
点
。
飛
び
出
し

て
き
そ
う
な
立
体
感
を
持
っ
た
歌
舞
伎
役

者
の
押
絵
が
躍
動
感
を
も
っ
て
描
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
を
手
掛
け
て
い
る
の

は
御
年
、
91
歳
に
な
る
西
山
鴻
月
さ
ん
と

そ
の
ご
子
息
で
あ
る
西
山
和
宏
さ
ん
の
お

ふ
た
り
で
す
。「
押
絵
羽
子
板
は
歌
舞
伎
と

と
も
に
成
長
し
て
き
た
江
戸
な
ら
で
は
の

伝
統
工
芸
品
。
今
に
も
歌
舞
伎
役
者
が
飛

び
出
す
よ
う
な
構
図
で
、
役
者
が
見
得
を

切
っ
た
と
き
の
格
好
を
表
現
し
、
押
絵
と

し
て
表
現
す
る
の
が
職
人
の
腕
の
見
せ
所

で
す
」
と
西
山
和
宏
さ
ん
は
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

伝
統
の
技
が
光
る
江
戸
切
子
の

制
作
を
体
験「
す
み
だ
江
戸
切
子
館
」

　

お
次
は
３
Ｍ
運
動
に
参
加
し
て
い
る
工

房
で
モ
ノ
づ
く
り
体
験
を
し
て
み
よ
う
と

い
う
こ
と
で
、Ｊ
Ｒ
錦
糸
町
駅
に
程
近
い

「
す
み
だ
江
戸
切
子
館
」を
訪
ね
て
み
ま
し

た
。
こ
ち
ら
は
創
業
明
治
32
年
の
老
舗
、

廣
田
硝
子
・
ヒ
ロ
タ
ガ
ラ
ス
ク
ラ
フ
ト
が

運
営
す
る
体
験
工
房
シ
ョ
ッ
プ
。
店
内
に

は
江
戸
切
子
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
職
人
さ
ん
の
作
業
風
景
が
眺
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
り
、
切
子
の
体
験

ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。

　

切
子
と
は
ガ
ラ
ス
に
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
ほ

ど
こ
さ
れ
た
工
芸
品
の
こ
と
で
、
江
戸
切

子
は
江
戸
後
期
に
町
人
の
生
活
の
中
か
ら

生
ま
れ
た
伝
統
工
芸
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
研
磨
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な

工
程
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
美
し
い
模
様

や
デ
ザ
イ
ン
を
生
み
出
す
技
術
は
ま
さ
に

匠
の
技
。
こ
ち
ら
で
は
繊
細
で
大
胆
な
籠

目
紋
様
か
ら
花
鳥
風
月
の
紋
様
、
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
モ
ダ
ン
な
紋
様
ま

で
、
新
旧
様
々
な
タ
イ
プ
の
江
戸
切
子
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
の
技
の
素

晴
ら
し
さ
を
満

喫
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ

い
よ
カ
ッ
テ
ィ
ン

グ
の
体
験
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
江
戸

切
子
士
の
川
井

更
造
さ
ん
の
指

導
の
も
と
、
研

磨
機
（
モ
ー
タ

ー
で
金
属
製
の

円
盤
を
回
転
さ

せ
て
い
る
機
械
）
を
使
っ
て
グ
ラ
ス
に
カ

ッ
ト
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ガ
ラ
ス
を
削

る
と
な
る
と
割
れ
そ
う
で
怖
い
感
じ
も
し

ま
す
が
、
川
井
さ
ん
に
よ
る
と
「
ま
ず
割

れ
る
心
配
は
な
い
」
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
、

思
い
切
っ
て
研
磨
機
の
金
属
製
の
円
盤
に

ガ
ラ
ス
を
押
し
当
て
て
み
ま
し
た
が
、
こ
れ

が
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
本
来

な
ら
ば
ひ
と
つ
の
中
心
点
を
軸
に
縦
、横
、

斜
め
に
カ
ッ
ト
を
入

れ
る
と
星
の
よ
う
な

紋
様
が
で
き
る
の
で
す
が
、
う
ま
く
切
れ

目
が
重
な
ら
ず
、
な
か
な
か
き
れ
い
な
紋

様
は
作
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
し
ば

ら
く
や
っ
て
み
る
と
力
の
入
れ
加
減
や
ガ

ラ
ス
の
当
て
方
な
ど
の
コ
ツ
が
分
か
っ
て
く

る
の
で
、
つ
い
つ
い
夢
中

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。ご

自
分
だ
け
の
「
マ
イ
江
戸

切
子
」を
作
っ
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
周
辺
に
は
３
Ｍ
運

動
な
ど
に
参
加
し
て
い

る
工
房
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
事
前
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://
w
w
w
.sum

id
a3m

.
n
et/

）
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

興
味
の
あ
る
分
野
の
工
房

を
訪
ね
て
み
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
墨
田
区
で
は
最
新
の
技
術
で

作
ら
れ
た
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
伝
統
工
芸
の
巧
み

の
技
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
是
非
と

も
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

・
大
黒
屋
（
墨
田
区
東
向
島
2
│

3
│

6
／

　

℡
０
３
│

３
６
１
１
│

０
１
６
３
）

・
羽
子
板
資
料
館
（
墨
田
区
向
島
5
│

43
│

25
／

　

℡
０
３
│

３
６
２
３
│

１
３
０
５
）

・
す
み
だ
江
戸
切
子
館
（
墨
田
区
太
平
2
│

10
│

9
／

　
　

℡
０
３
│

３
６
２
３
│

４
１
４
８
）

江戸切子の制作体験をする鈴木先生

点
を
軸
に
縦
、横
、

℡
０
３
│

３
６
２
３
│

４
１
４
８
）

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
周
辺

成駒屋の押絵羽子板
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２
０
１
２
年
７
月
21
日
（
土
）、
曇
り
、
少
し
雨
、

気
温
23
C
く
ら
い
、
支
部
サ
ー
ク
ル
仲
間
そ
し
て

友
人
、
私
と
家
内
、
８
人
で
筑
波
山
（
８
７
０
㍍
）

を
登
山
し
ま
し
た
。

　

筑
波
山
神
社
の
大
鳥
居
を
く
ぐ

り
、
神
社
に
参
拝
し
、
神
社
左
手

の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
宮
脇
駅
隣
か
ら
、

御
幸
ヶ
原
コ
ー
ス
（
約
90
分
）へ
と

登
山
を
開
始
し
ま
し
た
。
途
中
、

杉
の
大
木
、
10
㌢
㍍
く
ら
い
の
高

さ
の
階
段
１
０
０
段
く
ら
い
が
い

く
つ
か
あ
り
、
石
こ
ろ
が
あ
り
ま

し
た
。
次
に
休
ま
ず
男
体
山
登
頂

（
約
30
分
）、
大
き
な
岩
が
あ
り
、

凄
く
見
晴
ら
し
の
良
い
場
所
で
し

た
。天
気
が
い
い
と
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

が
見
え
る
場
所
で
す
。
そ
し
て
記

念
写
真
を
１
枚
。
岩
と
岩
の
間
に
50
㌢
㍍
四
方
の

水
た
ま
り
が
あ
り
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
が
数
匹
い

ま
し
た
。
さ
す
が
、
が
ま
の
山
、
水
が
乾
い
た
ら

か
わ
い
そ
う
。

　

次
に
男み
な
の
か
わ

女
川
源
流
を
見
て
、
一
風
変
わ
っ
た
枝

振
り
の
紫
峰
杉
（
樹
齢
７
０
０
年
？
）。
そ
し
て
、

お
昼
ご
飯
（
約
30
分
）。
汗
で
び
っ
し
ょ
り
の
洋
服

を
着
替
え
、持
っ
て
行
っ
た
お
に
ぎ
り
、か
ら
あ
げ
、

私
の
好
き
な
は
ん
ぺ
ん
の
煮
物
な
ど
と
ビ
ー
ル
を

少
々
。

　

次
に
女
体
山
登
頂
（
約
15
分
）。
そ
し
て
、
お
た

つ
石
コ
ー
ス
で
、
つ
つ
じ
ヶ
丘
に
む
か
っ
て
下
山

（
約
60
分
）。
登
山
道
に
大
き
な
石
が
あ
り
、
か
な

り
き
つ
い
傾
斜
が
続
き
、
手
を
岩
に
か
け
て
、
け

が
の
な
い
よ
う
ゆ
っ
く
り
慎
重
に
下
山
し
ま
し
た
。

そ
し
て
温
泉
。
す
こ
し
膝
が
が
く
が
く
し
て
い
ま

し
た
が
、
汗
を
流
し
て
、
予
定

時
間
の
バ
ス
が
来
る
ま
で
乾
杯
、

コ
レ
が
う
ま
い
。
ビ
ー
ル
の
１
番

の
つ
ま
み
は
、
登
山
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

交
通
手
段
は
、
北
松
戸
駅
か

ら
電
車
に
乗
っ
て
、
新
松
戸
駅
、

南
流
山
駅
、
つ
く
ば
駅
、
そ
し

て
バ
ス
で
筑
波
山
神
社
入
口
ま

で
約
90
分
く
ら
い
で
到
着
。

　

な
お
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の

水
た
ま
り
は
、
神
社
の
方
が
水

を
あ
げ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

感
想　

私
と
家
内
は
、
体
、
特
に
膝
が
持
つ
か
、

体
力
が
続
く
か
が
心
配
で
し
た
が
、
仲
間
に
歩
き

方
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
気
遣
い
を
し
て
い
た
だ
き
、

楽
し
く
登
山
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良
い

一
日
で
し
た
。
一
緒
に
行
っ
た
仲
間
に
、
感
謝
で

す
。

　昨年、一昨年と東京スカイツリー
の写真を表紙に使用してきましたが、
いよいよこの 5月に東京スカイツ
リーは開業しました。そこで、今号
ではすっかり東京のシンボルになっ
た東京スカイツリーのライトアップ
時の写真を掲載しました。ちなみに、
ライトアップは江戸紫をテーマにした
「雅」と隅田川をイメージした青がベースの「粋」の２種
類があり、表紙の写真は「雅」の写真です。

筑
波
山
登
山

東京ミロク会計人会　小菅  壽和
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「 東 京 スカイツリー 」
（所在地：東京都墨田区）

※本誌に掲載されている会社名及び製品名は、各社の商標または登録商標です。



　

  
 

 
 

　

月
刊
税
理
士
事
務
所　
　
　
　
　
　
平
成
二
四
年
九
月
一
日
発
行（
毎
月
一
日
発
行
）第
三
百
七
十
三
号　

発
行  

株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス　

〒
一
六
〇
｜
〇
〇
〇
四 

東
京
都
新
宿
区 

四
谷 

四
｜
二
十
九
｜
一　

電
話
○
三
（
五
三
二
六
）
〇
三
〇
四


